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　6月22日（土）社大福祉フォーラム2024の初日。「社大生あつまれ!
福祉現場で活躍するＯＢ・ＯＧとの交流会」を対面で実施しました。
参加団体は同窓会4支部（北海道、茨城、栃木、千葉）と19団体。参加
在校生は88名の活気ある催しとなった。

 
　同窓会では卒業生同士での活動だけでなく在校生とも一緒になって、社大
教育と実践をつないでいくため、これまでも在学生の求人情報の収集サポート
などの就職支援を行ってきたところですが、2016年（平成28年）からは毎年6
月の大学社会福祉研究大会（社大福祉フォーラム）との共催のもと、社大のＯ
ＢやＯＧが役員や施設長などになっている団体にご参加いただき、福祉研究
大会に参加する学生を対象とした「就活・全国フェアーin社大」（20年から『福
祉現場で活躍するＯＢ・ＯＧとの交流会』）を開催してきました。

 
　しかしながら、福祉研究大会は4年前からのコロナ禍の影響で「対面による開
催」ができなくなり、このＯＢ・ＯＧとの交流会は「オンライン開催」で実施。在校
生の「就活」や「ソーシャルワーク実習」（新型コロナの影響等により規定の時間
数を満たさなかった学生に対する「実習に代わる学内演習」）などのサポートを
おこなってきたが、今回4年ぶりに従前の『対面での交流会』を再開しました。

 
　対面による交流会の再開に当たっては社会福祉研究大会事務局をはじめ、在校生への広報・周知については大学学生
支援課による「学内Ｗebポータルシステム（大学から学生への案内）」への掲載協力を。また、プログラムの配付や交流会場
の設営及び当日の参加学生の誘導・受付については、学生有志団体『ステップタイム』メンバーに協力をいただいた。

 
【参加団体・ＯＢ・ＯＧからのコメント紹介】
□在校生との共通の話題（教員やゼミ、サークル）が多く、フラン
クに話ができた。卒業して母校に行く機会がなかったが、教員に
会ったり在校生と話すことで今の社大を知ることができた。また、
自分の仕事を説明することで、改めて自分の職場の良い所や取り組んでいることに気づく機会になった。
□卒業後2年と3年目の職員と参加した。ＯＢ・ＯＧ職員が後輩に仕事内容を説明している姿を見て、職員の仕事に対する
思いを聞くことができとても良い機会をいただいた。
□今年入職したＯＢと参加したが、在校生に仕事を楽しんでいる姿がお見せでき喜んでいる。18名が来訪。後日訪問の要
望を受けたりと、みなさんの熱心な姿に圧倒された。

 
　大学と同窓会は、車の両輪であり、連携を深めながら母校発展のために協力していくことが求められています。これからも
「在校生のキャリアアップ」や「実習へのサポート」などを通して福祉の魅力・仕事をもっと伝えていけるよう、大学と同窓会の
パートナーシップ推進とさらなる同窓生と在校生のネットワークの構築に貢献していくので、関係各位の引き続いてのご支
援をよろしくお願いします。

2024『福祉現場で活躍するＯＢ・ＯＧとの交流会』
福祉現場の先輩達が、在校生をサポート！

会場：
ホテル日航つくば
（茨城県つくば市）
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左から井上専門職大学院教授、岡本同窓会副会長、
在校生参加２名、実践報告／酒寄さん（芳香会地域
生活定住支援センター）

茨城県支部総会

社会福祉セミナーinいばらき
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8月3日(土）

経験豊富な先輩達が、在校生をサポート

「ＯＢ・ＯＧがなぜこの現場で働いているか？」
話を聞く！

ＯＢ・ＯＧとの交流会とは・・・

約150人の参加者が社大に集合

4年ぶりの対面による交流会再開！

「大学」・「学生」との協働による運営

参加して高まった「社大同窓生」への思い

さらなるネットワークの構築を目指して
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　私たちが入学した当初は、オンライン授業が続き人と会うことも難
しい時期でした。月に一度の通学週があっても、人との繋がりは薄く、
大学生活を実感しにくいと感じていた私たち後輩を、先輩方は暖かく
迎えてくださいました。そこから授業やサークル、生活の悩み事に至る
まで、様々な場面で寄り添っていただいたことは記憶に新しいところで
す。
　しかし先輩方にとっても、私たちが入学した時期というのは複雑な
思いを抱えていた時期だったのではないかと思います。教室で講義

を受ける、食堂でご飯を食べる、サークル活動で自分なりのネットワー
クを築いていくといった当たり前の大学生活は失われ、やりきれない
気持ちに心を痛めながらも、同じような境遇の後輩から頼りにされる。
そんな日々は決して楽しい思い出ばかりではなかったと思います。。。
　さて、昨今の社会情勢は決して良いとは言えないかと思います。猛
威を振るった感染症の脅威は少しずつ落ち着いてきているように感じ
ますが、物価の高騰は生活に大きく影響し少子高齢化は依然進行す
る一方です。多くの問題が複雑化している現代社会は、今までの常識
そのものが変化していくような激動の時代を迎えているのだと認識し
ております。ですが、このような高い壁がそびえ立つ社会においても、こ
の大学で学んだ実践力、知識、他者を理解し
尊重できる力を持つ先輩方であればきっと乗
り越えていけると思います。先輩方からたくさ
んの優しさを受け取ったことで、人と人との繋
がりの大切さを強く実感しました。この繋がり
が途絶えることの無いように、私たち後輩が受
け継ぎ、さらに後輩へと伝えることで、伝統を
紡いでいきたいと思います。改めてご卒業お
めでとうございます。

▶卒業生の皆様へのメッセージカード◀

3月15日　在校生代表　一条海斗（学生自治会）“社大をちょっともっと好きになる” 学生広報プロジェクト／在校生
へのメッセージ

人と人との繋がりを大切に　伝統を紡いでいく

社大の卒業生で
　　あることを誇りに

3月15日

学位授与式（卒業式）

同窓会から卒業証書・学位記ホルダーを贈呈しました

“学生による学生のための広報”
学生広報プロジェクト
／新入生の出身地は？社大学食
「しゃだいにんぐ」で食べたいメ
ニューは？投票を実施！

４月3日

4月20日

3月15日

3月3日

明日の福祉の
担い手はここから

入学式

同窓会「留学生の
卒業を祝う会」

学部78年度生同期会

コロナ禍の影響により制限され
ていたサークルやボランティア
活動、大学祭等の再開を通じ
て、学生同士の繋がりも通常の
状態に戻りつつあります

アウィーナ大阪。7年ぶりに開
催。大橋謙策同窓会顧問のミニ
講義と情報交換

コートヤード・バイ・マリオネット東京ステ
ーションホテル。参加者52名

大阪府支部
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母校との連携による社会福祉セミナーを開催します。どなたでも参加いただけますので、
ご友人、職場の皆さまなどお誘い合わせのうえ、ふるってご参加ください。

同窓会×大学による 社会福祉セミナーを開催します！

　東京都文京区に
ある都立「小石川後
楽園・涵徳亭」にて
開催。前回（22年11
月）の秋の清澄庭園
に続いての都立公
園での開催ですが、季節は変わって、深山幽谷、池を取り巻く木々の緑に
彩られた、水戸徳川家由来の庭園での集いでした。
　同期名簿に記載される98名のうち、わかっているだけで25名の仲間が
すでにこの世の人ではなくなっています。連絡先の明らかな63名のうち
53名から返信があり、参加者は前回と同数の23名。遠くは高松、倉敷、豊
岡、宇治、金沢、新潟から、みんなこの日を楽しみに参集しました。
　1965年3月の卒業、全員が81歳を過ぎ、みんなの中には、残された時
を惜しむ気持ちが強くなり、余り間を置かずに継続開催を期待する声もあ
りました。同期の中には、移転後の現在の母校を知らない人も多くいます。
このため、次回は、母校を集合場所としての企画を、との声が上がり、幹事
会の課題としました。
　大学を卒業してから59年、日本社会事業大学で学び、交わった日々は、
どれだけ貴重なものであったのか、みんなの思いは同じ、改めて一人一人
が胸に刻むものでありました。　　　　　　　　　　　　（並木信一記）

　1978年度生から1999年度生まで、50名余りの参加があり、母校のコートで
テニスを楽しみ、懇親会では、御年88歳の関家先生直筆のメッセージが配布
され、清瀬のコートでプレイする若かりし頃の先生の動画も上映されるなど、大
いに盛り上がりました。
　硬式テニス部は、1974年に発足し、50周年を迎え、周年記念イベントも計
画されています。

社会福祉セミナーin九州の開催に向けて意見
交換しました

4月23日

７月13日

5月11日、12日 学部5期 同期会学部5期 同期会硬式テニス部ＯＢ・ＯＧ会（関家先生を囲む会）

九州支部有志交流会

九州セミナー

2024 年 12月 14日（ 土 ）　9：30～12：00（受付は9：15）

特別講演
もう一つのオリンピック
“スベシャルオリンピックスに
  ついて”
潮谷 義子氏
社会福祉法人恩賜財団済生会会長
元熊本県知事

「子ども家庭庁
  こども家庭審議会に参加して」

有村 大士氏
オレンジクレヨン日本社会事業大学

社会福祉学部教授

“私たちのオレンジリボン運動”  
　について

日本社会事業大学ボランティアサークル

佐賀県立神埼清明高等学校　佐賀県神埼市横武2番地1 ／JＲ長崎本線神埼駅から徒歩20分

10月1日から11月30日まで

すべての子どもの健やかな育ちをまもるために「こども家庭福祉とソーシャルワーク」

日　時

会　場

お申込期間

右記の「お申し込みフォーム」よりお申し込みください。　⇒https://fs220.xbit.jp/b646/form2/
＊お申込みいただいたメールアドレスにZoomによるオンライン参加ためのＵＲＬ又はご来場の
案内等をお知らせします。　「同窓会HP」からも申込みできます。⇒http://jcsw-alumni.com/

四国セミナー

2025 年 1月 25日（ 土 ）　13：30～16：00（受付は13：15）

基調講演
「こどもまんなか社会におけ
 るソーシャルワークの価値 
 と役割」

有村 大士氏
日本社会事業大学
社会福祉学部教授

「生きる力を身につける！
　学習塾での実践事例」

＊zoom参加

真鍋 喜代美氏

坂井 泰子氏

学習塾まなべ塾・個人経営
学部20期1980年卒

障がいがある人も暮らしやすい地域づくり

香川県立丸亀病院　学部53期2013年卒

水口 辰芳氏
身近な地域での支え合い・助け合い

社会福祉法人西予市社会福祉協議会
学部59期2019年卒

えひめ共済会館　4階会議室「寿」　愛媛県松山市三番町5丁目13番地1 ／松山市駅から徒歩５分

11月1日から令和7年1月15日まで

同窓生と一緒に考える！「ソーシャルワーカーへの途」 ～四国・福祉実践の現場から～

日　時

会　場

お申込期間

お申込方法
九州・四国
共通！

九州・四国
共通！

お申し込み案内お申し込み案内
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これからやってみたいこと 広報メンバー

活動風景

母校の支援と同窓生のネットワークを生かすため、あなたの同窓会への参加をお待ちしています。

学生広報
プロジェクト
とは？

社大生のみなさんに、もっと社大のことを好きになってほしい！という想いから、
昨年度発足したばかりの団体です。「社大をちょっともっと好きになる。」「学生に
よる学生のための広報」をコンセプトに、学生活動を紹介する記事の作成や、大
学内でのちょっとしたイベントの企画を行なっています。

“社大を今よりちょっともっと好きになる。”
これからも、社大のイベントや

学生活動を中心に情報を発信していきます！

学生広報
プロジェクト
学生広報
プロジェクト

社大をちょっともっと好きになる。

日本社会事業大学
学生広報プロジェクト

広報メンバーを増やして、

社大内の活動だけでなく、

大学外の活動を取り上げたり、

清瀬のまちとコラボしたい！

２年生 １人  ３年生 ２人  ４年生 ４人
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母校の支援と同窓生のネットワークを生かすため、あなたの同窓会への参加をお待ちしています。

顧問の宇野先生を囲んで（左から2人目が私です）

♦8月　オープンキャンパス・　10月　
学園祭での啓発活動
・来場した高校生などにオレンジリボン運動の
紹介。オレンジリボン作成ワークショップ。感想
をメッセージカードに
・最寄りの児童相談所につながる全国共通ダ
イヤル189（いちはやく）の紹介。啓発展示物
やメッセージカードの展示。アンケート実施と
集計結果から活動効果の確認

♦11月　児童虐待防止推進月間
・大学図書館で「読書マラソン委員会」とのコ
ラボによる「子どもを守る　未来を守る（児童
虐待関連図書）」を企画。
・オレンジクレヨン選書の絵本（子どものトラウ
マ治療のための絵本シリーズなど）の展示

♦1月　小山市慰霊碑の訪問・運動のきっかけを作った「カ
ンガルーＯＹＡＭＡ」と小山市社会福祉協議会との面談

♦2月　オレンジリボン運動全国報告会への参加
・1年間の活動をまとめた動
画「オレンジリボンスタートア
ップガイド！みんなも出来る
立ち上げのポイント」を作成
し、全国ネットワークの主催
する「2023年度『学生による
オレンジリボン運動』オンラ
イン報告会」で全国に公開す
る機会を得る。
【メンバーで伝えたいことについて何度も議論を重
ね、パワーポイントや音声吹き込みで動画を作成し
ました。ぜひご覧ください。】

【日本社会事業大学オレンジクレヨン】
「児童虐待のない社会を目指して！」できることから一緒に始めましょう！

活動日時：週1お昼休み　活動場所：学内　　顧問：宇野耕司准教授
2024年5月現在メンバー登録：1年21名、2年6名、3年4名、4年2名、計33名

Ｘ：@orengekureyon　　instagram:jcsw_orengekureyon

「この活動を知ってもらって活動に興味のある人が増えれば、啓発活動の効果はぐっと高まります。だか
らこそ、啓発活動に参加しながらオレンジリボン運動を好きになる“仲間たち”になっていくことが最大の
啓発活動です。」こう語るのは、現代表の野沢彩乃さん（福祉援助学科2年）だ。
「メンバーの活動への意欲がinspiredするような“私たちのオレンジリボン運動”を今後も作り上げていく
とともに、それぞれの思いを語り合える語りの場を保障し“私たちのオレンジリボン運動”への想いを形
にしていきます。」と抱負を語っている。　

市民のネットワークで、虐待のない社会を築きたい！
ボランティアサークル『オレンジクレヨン』

　2022年度に全国の児童相談所が対応した児童虐待相談件数
は、21万9170件となり、統計を取り始めた1990年度から32年連続
で過去最多を更新した。児童虐待防止法（2000年施行）によって、
虐待防止に関する行政や国民の責務が定められたが、相談件数は
年々増加している。

　「オレンジリボン運動」は、児童虐待防止のシンボルマークとして
オレンジリボンを広めることで、児童虐待をなくすことを呼びかける市
民運動である。2023（令和5）年6月から始まった日本社会事業大
学オレンジクレヨンの啓発活動について紹介する。

オレンジクレヨン2023年度活動メモ

“私たちのオレンジリボン運動”への想いを届けたい！
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以
下
、全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）が

総
合
窓
口
を
担
い
、こ
の
運
動
を
広

げ
て
い
る
。（
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
Ｈ
Ｐ
）

　

オ
レ
ン
ジ
の
色
は「
こ
ど
も
た
ち

の
明
る
い
未
来
を
示
す
色
」と
し
て

選
ん
だ
と
い
わ
れ
て
お
り「
子
ど
も

の
虐
待
の
現
状
を
広
く
知
ら
せ
、

子
ど
も
の
虐
待
を
防
止
し
、虐
待

を
受
け
た
子
ど
も
が
幸
福
に
な
れ

る
よ
う
に
」と
の
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
が
、ま
だ
認
知
度
が
低
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

2
0
1
5
年
度
か
ら
学
生
に
よ

る
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動
が
始
ま

り
、2
0
2
3
年
度
に
は
全
国
の

福
祉
、保
育
、看
護
系
の
大
学
、専

門
学
校
等
70
校
で
啓
発
活
動
が
行

な
わ
れ
た
。実
施
主
体
は
、大
学
又

は
ゼ
ミ
単
位
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る

が
、日
本
社
会
事
業
大
学
、日
本
女

子
大
学
、名
桜
大
学
の
3
大
学
で

は
学
生
団
体
・
サ
ー
ク
ル
が
活
動
。

実
施
の
機
会
・
方
法
も
学
園
祭
や

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
様
々
で
あ

る
。（
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

2
0
2
3
年
度
実
施
報
告
書
）

　

2
0
2
3
年
6
月
、オ
レ
ン
ジ

ク
レ
ヨ
ン
が
発
足
。立
ち
上
げ
メ
ン

バ
ー
の
1
人
で
、2
0
2
3
年
度

代
表
者
の
4
年
西
島
夏
鈴
さ
ん

（
福
祉
援
助
学
科
）は
こ
の
1
年
の

活
動
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
振
り

返
り
ま
す
。「
最
初
は
オ
レ
ン
ジ
リ

ボ
ン
運
動
が
何
か
も
分
か
ら
な
い

状
態
か
ら
の
手
探
り
で
の
活
動
か

ら
の
始
ま
り
で
し
た
が
、次
第
に
運

動
を
や
る
意
義
に
気
づ
き
、全
国

報
告
会
に
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
ま
で

活
動
が
進
展
し
て
い
っ
た
。」「
そ
の

一
方
で
、当
初
メ
ン
バ
ー
の
活
動
に

対
す
る
温
度
差
が
生
ま
れ
参
加
者

が
減
少
す
る
な
ど
の
課
題
も
見
つ

か
り
、メ
ン
バ
ー
が
活
動
の
楽
し

さ
・
面
白
さ
に
気
付
け
る
よ
う
に

な
る
こ
と
が
今
後
の
目
標
で
あ
り
、

当
面
の
課
題
で
す
。」

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動
と

は・・・
学
生
に
よ
る
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン

運
動
　
全
国
70
校
で
実
施

日
本
社
会
事
業
大
学『
オ
レ
ン
ジ

ク
レ
ヨ
ン
』の
活
動
が
ス
タ
ー
ト

絵本には、おすすめポイントをホップで紹介▶
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JCSW ネットワークを広げようJCSW ネットワークを広げよう

　
ル・
プ
リ
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
と
実
績
を
持
つ「
く
る
み
会
」「
試
行
会
」「
杜
の
会
」と
い
う
３
つ
の
社
会

福
祉
法
人
が
２
０
１
７
年（
平
成
２９
年
）に
法
人
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。障
碍
者
の
日
中
活
動
支
援・生

活
支
援
、保
育
、児
童
養
護
か
ら
高
齢
者
介
護
ま
で
幅
広
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。当
法
人
が

横
浜
市
内
で
運
営
す
る
保
育
園
や
福
祉
事
業
所
は
全
部
で
２７
カ
所
で
、こ
の
ほ
か
に
多
数
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
を
運
営
し
て
い
ま
す
。職
員
は
１
０
０
０
人
あ
ま
り
、同
窓
生
職
員
は
、学
部
卒
９
名
で
す
。

榎
さ
ん　
大
学
２
年
時
、知
的
障
碍
者
入
所
施
設
で
一
週
間
実

習
。体
内
時
計
、肌
感
覚
が
合
っ
た
印
象
が
強
く
、大
学
卒
業
時
、

知
的
障
碍
者
施
設
を
希
望
。実
習
担
当
の
先
生（
現
在
立
教
大
学

湯
沢
直
美
先
生
）の
紹
介
で
師
さ
ん
と
面
接
。杜
の
会
立
ち
上
げ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
入
職
で
し
た
。現
在
は
エ
リ
ア
責
任
者
と
し
て

業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

藤
田
さ
ん　
千
葉
先
生
の
講
義
で
S
E
L
P
・
杜
が
紹
介
さ
れ
興

味
を
持
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。見
学
、実
習
を
経
て
、利
用

者
、職
員
が
活
き
活
き
と
働
く
姿
、地
域
に
開
か
れ
た
雰
囲
気
に

惹
か
れ
て
入
職
を
希
望
し
ま
し
た
。現
在
は
管
理
者
及
び
サ
ー
ビ

ス
管
理
責
任
者
と
し
て
、事
業
所
の
運
営
や
利
用
者
支
援
全
般
の

管
理
、調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。管
理
者
と
し
て
は
新
米
な
の
で
、

日
々
勉
強
中
で
す
。

榎
さ
ん　
「
目
の
前
の
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
、思
い
や
り
の
あ
る

関
係
を
つ
く
っ
て
い
く
。そ
の
た
め
に
そ
の
人
を
知
る
努
力
を
続
け

る
」こ
と
で
す
。利
用
者
、ご
家
族
、関
係
機
関
職
員
、地
域
住
民
と

共
に「
や
っ
て
き
て
よ
か
っ
た
」と
振
り
返
れ
る
瞬
間
、感
動
と
の
め

ぐ
り
あ
い
が
あ
り
ま
す
。辛
抱
が
必
要
だ
っ
た
り
、長
い
時
間
が
か

か
っ
た
り
し
ま
す
が
、「
人
と
人
と
の
関
係
性
の
中
に
幸
せ
が
あ
る

」と
い
う
こ
と
が
実
感
で
き
る
仕
事
で
す
。

藤
田
さ
ん　
先
入
観
や
パ
タ
ー
ン
で
決
め
つ
け
て
し
ま
う
と
、目

の
前
の
人
や
事
象
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、で
き
る
だ
け

フ
ラ
ッ
ト
に
向
き
合
う
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。ま
た
、大
変
な
時

ほ
ど「
可
能
性
を
信
じ
る
」こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

榎
さ
ん　
自
分
の
経
験
、学
び
、つ
く
っ
て
き
た
人
間
関
係
が
生
か

さ
れ
る
こ
と
が
魅
力
で
す
。失
敗
や
無
駄
だ
っ
た
と
思
う
こ
と
で

さ
え
も
全
て
。最
近
ギ
タ
ー
の
専
門
学
校
に
通
い
始
め
ま
し
た
。

５０
代
と
な
り
ま
し
た
が
、ワ
ク
ワ
ク
す
る
心
を
常
に
持
ち
な
が
ら
、

仕
事
を
し
、遊
び
、生
活
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

藤
田
さ
ん　
仕
事
の
魅
力
：
福
祉
の
職
場
は
、人
の
働
き
方
、生

き
方
を
考
え
る
最
先
端
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。利
用
者
の
皆
さ
ん

と
の
ふ
と
し
た
会
話
で
ハ
ッ
と
す
る
こ
と
も
多
い
で
す
。目
標
：

S
E
L
P
・
杜
の
取
り
組
み
を
繋
げ
な
が
ら
、利
用
者
も
職
員
も

安
心
し
て
楽
し
く
働
け
る
職
場
作
り
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

榎
さ
ん　
社
大
で
の
経
験
、出
会
っ
た
仲
間
た
ち
と
の
つ
な
が
り

が
、仕
事
を
す
る
中
で
と
て
も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。目
の
前
の
一

人
ひ
と
り
を
大
切
に
思
い
や
り
の
あ
る
関
係
を
つ
く
っ
て
い
く
た

め
、そ
の
人
を
知
る
努
力
を
共
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

内
田
さ
ん　
コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
交
流
が
続
い
て
い
ま

し
た
が
、今
後
は
直
接
性
を
大
切
に
、学
生
さ
ん
と
就
職
相
談
、見

学
会
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ
て
、関
係
を
深
め
て
い
き
た
い

で
す
。

榎
さ
ん　
母
校
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す

　

仲
間
と
共
に
活
動
し
人
間
関
係
を
深
め
ら
れ
た
母
校
を
誇
り

に
思
っ
て
い
ま
す
。山
登
り
、バ
ン
ド
活
動
、飲
み
会
と
、勉
強
せ
ず

遊
び
す
ぎ
ま
し
た
が（
笑
）福
祉
の
分
野
は
広
く
、色
々
な
ニ
ー
ズ

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
り
ま
す
。自
分
の
持
っ
て
い
る
力
を
活
か
し
、

よ
り
よ
い
仕
事
を
通
し
て
、共
に
幸
せ
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

藤
田
さ
ん　
ど
ん
な
経
験
も
き
っ
と
活
き
て
く
る

　

社
会
人
を
経
て
の
編
入
だ
っ
た
の
で
、社
大
で
学
び
に
没
頭
し

た
日
々
は
と
て
も
貴
重
な
時
間
で
し
た
。今
在
校
さ
れ
て
い
る
方

の
中
に
は
勉
強
よ
り
も
遊

び
！
の
方
や
、悩
み
や
迷

い
の
ほ
う
が
大
き
い
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、ど
ん
な
経
験

も
き
っ
と
活
き
て
く
る
と

思
い
ま
す
。「
福
祉
は
捨
て

る
と
こ
ろ
な
し
」で
す(

先

輩
の
受
け
売
り
で
す)

。

榎
正
晴
さ
ん　
神
奈
川
県
横
浜
市
生
ま
れ
、学
部
３７
期
、１

９
９
７
年
卒
。横
浜
市
栄

区
に
あ
る
Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
・
杜

の
施
設
長
。こ
の
施
設
は
、

１
９
９
６
年
に
同
窓
生
の

師
康
晴
さ
ん（
社
会
福
祉

学
部
６
期
生
）が
設
立
し

た「
杜
の
会
」の
施
設
が
前
身
で
す
。Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
・
杜
で
は
、知

的
に
障
碍
が
あ
る
方
た
ち
の
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
、生

活
介
護
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、食
品
製
造
・
販
売
活
動
を

通
し
て
地
域
の
中
で
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。在
学
時
は
、ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
、軽
音
楽

部
に
所
属
。千
葉
和
夫
教
授
ゼ
ミ
で
し
た

藤
田
佑
貴
子
さ
ん　
静
岡

県
生
ま
れ
、学
部
52
期
、

2
0
1
2
年
卒
。卒
業
後

Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
・
杜
に
入
職
し

12
年
目
に
な
り
ま
す
。

元
々
は
地
方
自
治
体
の
心
理
職
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
し
た

が
、総
合
的
に
福
祉
を
学
ぶ
た
め
社
大
に
編
入
し
ま
し
た
。

在
学
時
は
蒲
生
先
生
の
ゼ
ミ
で
し
た
。

内
田
幸
野
さ
ん　
法
人
事

務
局
で
人
事
担
当
で
す
。

交
流
会
や
就
職
相
談
会
で

学
生
の
方
々
と
や
り
と
り

す
る
中
で
、最
近
は
毎
年

社
大
か
ら
の
入
職
者
が
あ
り
嬉
し
い
限
り
で
す
。

横
浜
の
地
で
、
多
様
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
を
実
践

Ｑ
．入
職
さ
れ
た
理
由
や
仕
事
の
内
容
は
？

Ｑ
．皆
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

Ｑ
．心
が
け
て
い
る
こ
と
。や
り
が
い
な
ど

Ｑ
．同
窓
会
の『
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
の
交
流
会
』に
参
加

さ
れ
て
の
ご
感
想・意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

Ｑ
．仕
事
の
魅
力
や
こ
れ
か
ら
の
目
標
な
ど

在
校
生
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
！！

～ＯＢ・ＯＧ応援メッセージ～
　同窓会では、２０１６年（平成２８年）から「就活・全国フェアーin社大」（２０２０年から『福祉現場で活躍するOB・OGとの交流
会』）を開催し、福祉現場の卒業生が後輩の在校生たちをサポートしています。コロナ禍で２０２１年からオンライン開催。2024年6
月に4年ぶりの対面開催を再開（詳しくは1Ｐをご覧ください）。この交流会に参加いただいているル・プリを訪問しました。

同窓生が活躍する福祉現場の最前線から

https://le-pli.jp/
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◀同窓会活動強化のためのキーワード▶

◆2024年度事業計画

大学とのパートナーシップの推進／母校・在校生への支援
（1）社会福祉セミナーの共催　本セミナーを年２回開催することにより、同
窓会活動の活性化と母校の価値向上を図っていく。　【第1回】８月３日茨城
セミナー　【第2回】開催地選定中
（2）同窓生と在校生の交流会　「福祉現場で活躍するＯＢ・OGとの交流会」
を４年ぶりに対面で開催。　同窓会支部「就活・全国フェアーin社大」情報コ
ーナーの設置
（3）職場体験等応援制度の活用・周知　在校生の就職活動や支部セミナー
への交通費を助成（上限額1万円）
（4）同窓会「五味基金」による修学困難学生に対する奨学金支給
（5）創立８０周年に向けた取組　卒業生と在校生による実行委員会で推
進。法人との協調体制の整備

2023年度 日本社会事業大学同窓会収支計算書
2024年度 日本社会事業大学同窓会予算

科　　目
会費収入
入会金収入
雑収入

資金積立繰入金(名簿作成費）
前年度繰越金
合　　計

2024年度予算額
4,500,000
30,000
50,000
400,000
3,066,230
8,046,230

収入の部

◆ 2023年度　一般運営基金現在高 21,480,489
◆ 2023年度　五味基金現在高 13,354,152

【収支差引額】
7,313,602　ー　4,247,372　＝　3,066,230　
    （収入決算額）　　  　（支出決算額）　　        （翌年度繰越額）

支出の部
科　　目
会議費

委員会活動費
人件費
支部強化費
機関誌等発行費
支部出張費
通信運搬費
学内学会助成費

ホームページZOOM関係諸費
慶弔費

国際交流推進費
卒業記念品費

2024年度予算額

名簿作成費同窓会補填費

（単位：円）

PHOTONEWS

事務局活動費
予備費
合　　計

抽選で
10名様に

榎
さ
ん　
大
学
２
年
時
、知
的
障
碍
者
入
所
施
設
で
一
週
間
実

習
。体
内
時
計
、肌
感
覚
が
合
っ
た
印
象
が
強
く
、大
学
卒
業
時
、

知
的
障
碍
者
施
設
を
希
望
。実
習
担
当
の
先
生（
現
在
立
教
大
学

湯
沢
直
美
先
生
）の
紹
介
で
師
さ
ん
と
面
接
。杜
の
会
立
ち
上
げ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
入
職
で
し
た
。現
在
は
エ
リ
ア
責
任
者
と
し
て

業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

藤
田
さ
ん　
千
葉
先
生
の
講
義
で
S
E
L
P
・
杜
が
紹
介
さ
れ
興

味
を
持
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。見
学
、実
習
を
経
て
、利
用

者
、職
員
が
活
き
活
き
と
働
く
姿
、地
域
に
開
か
れ
た
雰
囲
気
に

惹
か
れ
て
入
職
を
希
望
し
ま
し
た
。現
在
は
管
理
者
及
び
サ
ー
ビ

ス
管
理
責
任
者
と
し
て
、事
業
所
の
運
営
や
利
用
者
支
援
全
般
の

管
理
、調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。管
理
者
と
し
て
は
新
米
な
の
で
、

日
々
勉
強
中
で
す
。

榎
さ
ん　
「
目
の
前
の
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
、思
い
や
り
の
あ
る

関
係
を
つ
く
っ
て
い
く
。そ
の
た
め
に
そ
の
人
を
知
る
努
力
を
続
け

る
」こ
と
で
す
。利
用
者
、ご
家
族
、関
係
機
関
職
員
、地
域
住
民
と

共
に「
や
っ
て
き
て
よ
か
っ
た
」と
振
り
返
れ
る
瞬
間
、感
動
と
の
め

ぐ
り
あ
い
が
あ
り
ま
す
。辛
抱
が
必
要
だ
っ
た
り
、長
い
時
間
が
か

か
っ
た
り
し
ま
す
が
、「
人
と
人
と
の
関
係
性
の
中
に
幸
せ
が
あ
る

」と
い
う
こ
と
が
実
感
で
き
る
仕
事
で
す
。

藤
田
さ
ん　
先
入
観
や
パ
タ
ー
ン
で
決
め
つ
け
て
し
ま
う
と
、目

の
前
の
人
や
事
象
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、で
き
る
だ
け

フ
ラ
ッ
ト
に
向
き
合
う
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。ま
た
、大
変
な
時

ほ
ど「
可
能
性
を
信
じ
る
」こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

榎
さ
ん　
自
分
の
経
験
、学
び
、つ
く
っ
て
き
た
人
間
関
係
が
生
か

さ
れ
る
こ
と
が
魅
力
で
す
。失
敗
や
無
駄
だ
っ
た
と
思
う
こ
と
で

さ
え
も
全
て
。最
近
ギ
タ
ー
の
専
門
学
校
に
通
い
始
め
ま
し
た
。

５０
代
と
な
り
ま
し
た
が
、ワ
ク
ワ
ク
す
る
心
を
常
に
持
ち
な
が
ら
、

仕
事
を
し
、遊
び
、生
活
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

藤
田
さ
ん　
仕
事
の
魅
力
：
福
祉
の
職
場
は
、人
の
働
き
方
、生

き
方
を
考
え
る
最
先
端
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。利
用
者
の
皆
さ
ん

と
の
ふ
と
し
た
会
話
で
ハ
ッ
と
す
る
こ
と
も
多
い
で
す
。目
標
：

S
E
L
P
・
杜
の
取
り
組
み
を
繋
げ
な
が
ら
、利
用
者
も
職
員
も

安
心
し
て
楽
し
く
働
け
る
職
場
作
り
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

榎
さ
ん　
社
大
で
の
経
験
、出
会
っ
た
仲
間
た
ち
と
の
つ
な
が
り

が
、仕
事
を
す
る
中
で
と
て
も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。目
の
前
の
一

人
ひ
と
り
を
大
切
に
思
い
や
り
の
あ
る
関
係
を
つ
く
っ
て
い
く
た

め
、そ
の
人
を
知
る
努
力
を
共
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

内
田
さ
ん　
コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
交
流
が
続
い
て
い
ま

し
た
が
、今
後
は
直
接
性
を
大
切
に
、学
生
さ
ん
と
就
職
相
談
、見

学
会
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ
て
、関
係
を
深
め
て
い
き
た
い

で
す
。

榎
さ
ん　
母
校
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す

　

仲
間
と
共
に
活
動
し
人
間
関
係
を
深
め
ら
れ
た
母
校
を
誇
り

に
思
っ
て
い
ま
す
。山
登
り
、バ
ン
ド
活
動
、飲
み
会
と
、勉
強
せ
ず

遊
び
す
ぎ
ま
し
た
が（
笑
）福
祉
の
分
野
は
広
く
、色
々
な
ニ
ー
ズ

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
り
ま
す
。自
分
の
持
っ
て
い
る
力
を
活
か
し
、

よ
り
よ
い
仕
事
を
通
し
て
、共
に
幸
せ
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

藤
田
さ
ん　
ど
ん
な
経
験
も
き
っ
と
活
き
て
く
る

　

社
会
人
を
経
て
の
編
入
だ
っ
た
の
で
、社
大
で
学
び
に
没
頭
し

た
日
々
は
と
て
も
貴
重
な
時
間
で
し
た
。今
在
校
さ
れ
て
い
る
方

の
中
に
は
勉
強
よ
り
も
遊

び
！
の
方
や
、悩
み
や
迷

い
の
ほ
う
が
大
き
い
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、ど
ん
な
経
験

も
き
っ
と
活
き
て
く
る
と

思
い
ま
す
。「
福
祉
は
捨
て

る
と
こ
ろ
な
し
」で
す(

先

輩
の
受
け
売
り
で
す)

。
同窓会オリジナルの
「真空ステンレスボトル」
プレゼント！

ご希望者は住所・氏名を次のあて先までご連絡ください
〈郵便の方〉　　〒２０４－８５５５  清瀬市竹丘３－１－３０
　　　　　　　日本社会事業大学同窓会
〈ＦＡＸの方〉　  ０４２－４９６－３０５１
〈Ｅ-mailの方〉　kouyu@jcsw.ac.jp

創立80周年に向け実行委員会を立ち上げました

幹事会報告
2024年度

2026年創立80周年　
母校のさらなる発展に向け取組を推進

300,000
1,546,230
8,046,230

250,000
200,000
700,000
500,000
3,000,000
250,000
250,000
100,000
200,000
50,000
50,000
250,000
 400,000

150,099 
0

4,247,372

140,652 
69,600
501,825 
250,000 
2,561,235 
113,862 
121,533 

0
22,110 
37,820 
39,636 
239,000 
―

―

2023年度決算額
3,887,667

0
143,000

3,282,935
7,313,602

2023年度決算額

　同窓生の皆様には会報に同封されている「同窓会年
会費」納入用紙をお使いいただき、同窓会の学生教育
支援などへのご支援、ご協力をよろしくお願い申し上げ
ます。　　　　　　　　　　  同窓会会長　竹田幹雄

スマートフォン決済。バーコードをアプリでかざすだけ！
　今までと同じ振込用紙で郵便局やコンビニでお振り込みされる他、ス
マートフォン決済ができます。※「スマートフォン（アプリ決済）」をご利用の
場合は、振込用紙裏面をご確認の上ご利用くだい。 

“母校・在校生への支援”のため
会費納入にご協力を

顧問・正副会長・運営委員等合同会議
／法人・同窓会意見交換会
顧問・正副会長・運営委員等合同会議
／法人・同窓会意見交換会

2024年度幹事会

3月23日

6月22日

日本社会事業大学  同窓会

社会福祉セミナーの共催
同窓会　×　大学
パートナーシップ推進
創立８０周年に向けた取組

修学困難学生に対する支援
五味基金の活用

ＪCSWネットワーク
職場体験等応援制度の活用・周知

就職などの在学生支援
福祉現場で活躍する
OB・OGとの交流会

同窓会支部「就活全国フェアー
in社大」情報コーナー設置

会費納入者 約１，３００人
同窓会基盤の強化
若い世代の参加推進

大学広報との連携
母校教育力の向上を目指して
大学講座への参加、協力

同窓会総登録数
１７，６３５人

清瀬年代（入学者）
９，４５０人

会報送付数
７，９００　部

同窓会の取り組みを
もっと身近に

『社会の福祉誰が任ぞ』　日本社会事業大学同窓会の組織は1976（昭和51）年4
月再建され、2026（令和８）年に50年（母校は創立80周年）を迎えるが、清瀬年代
同窓生の参加が少ないといった世代交代の問題やコロナの長期化による在校生の
教育環境や同窓会活動への影響もいまだある中で、同窓生はじめ教職員や在学生
その関係者一人ひとりに『社会の福祉誰が任ぞ』が問われる時代が再来している。
『忘我の愛と智の灯』　同窓会は、社会福祉の実践者として『忘我の愛と智の灯』の
校歌の下結集し、卒業生同士での活動だけでなく、在校生とも一緒になって今後も
社大教育と実践をしっかりつないでいく。
　実習現場の提供や就職支援、そのための卒業生のネットワークづくりをさらに推
し進めるため（1）同窓会活動の活性化（2）卒業生と在校生との交流を通じた支援・
同窓生間の交流の促進（3）社会福祉セミナーの開催による大学とのパートナーシ
ップの推進等々。同窓会活動の課題解決及び活性化に向けて取り組んでいく。
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千
葉
市
で
障
害
者
支
援

に
関
わ
ら
れ
て
い
ま
す
が

　

オ
リ
ー
ブ
の
樹
は
、千
葉

市
内
10
カ
所
で
障
害
者
就

労
系
事
業
所
等
を
運
営
す

る
社
会
福
祉
法
人
で
す
。就

労
継
続
支
援
事
業
の
他
、企
業
へ
の
就
職

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
就
労
移
行
支
援
事
業
、

福
祉
シ
ョ
ッ
プ
、ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
＆
ケ
ア
ー
ホ
ー
ム
等
を

運
営
し
て
い
ま
す
。

　

法
人
名
の「
オ
リ
ー
ブ
」は“

友
愛”

を

意
味
し
て
い
ま
す
。最
大
の
特
色
は
、自
分

た
ち
で
作
っ
た

菓
子
、手
工
芸

品
の
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
等
へ

の
出
店
や
各
事

業
所
が
運
営
す

る
販
売
店
・
レ
ス

ト
ラ
ン・
福
祉
シ

ョ
ッ
プ
で
の
販
売

で
、基
本
的
に
販

売
委
託
は
し
て

い
ま
せ
ん
。

現
在
に
至
る
ま
で
の
私
の
経
歴

　

私
が
障
害
児

者
関
係
の
活
動

と
関
わ
り
を
持
っ

た
の
は
、学
生
時

代
の
こ
ろ
か
ら
で

す
か
ら
も
う
50

年
近
く
に
な
り
ま

す
。日
本
社
会
事

業
大
学
を
志
望
し
た
の
は
、授
業
料
が
安

か
っ
た
こ
と
、そ
し
て
何
よ
り
養
護
学
校

（
現
、特
別
支
援
学
校
）の
教
員
免
許
が

取
れ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。子
ど
も
が

好
き
だ
っ
た
の
で
養
護
学
校
教
員
の
免

許
を
取
り
、養
護
学
校
の
教
員
に
な
れ
た

ら
と
の
想
い
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
た
め
、

大
学
で
は
児
童
福
祉
学
科
に
進
み
教
員

資
格
を
取
り
、更
に
1
年
留
年
し
て
当

時
よ
う
や
く
男
性
に
も
認
め
ら
れ
た
保

育
士
資
格
も
取
得
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
卒
業
後
は
、障
害
児
の
通
所
施

設
に
就
職
。自
分
の
初
心
が
実
り
そ
の
ま

ま
行
け
ば
障
害
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち

と
毎
日
過
ご
す
楽
し
い
生
活
が
続
く
は

ず
で
し
た
。と
こ
ろ
が
就
職
し
て
2
年

後
、筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
仲
間
か
ら
の

誘
い
で
障
害
者
の
自
立
運
動
に
関
わ
る

こ
と
に
な
り
そ
の
流
れ
の
中
か
ら
正
直

自
分
と
し
て
は
興
味
の
無
か
っ
た
成
人

障
害
者
の
支
援
の
活
動
に
関
わ
る
こ
と

に
な
り
、1
9
8
4
年
に
は
無
認
可
の
小

規
模
作
業
所
オ
リ
ー
ブ
ハ
ウ
ス
を
開
所

し
、以
降
障
害
者
福
祉
の
仕
事
一
筋
に
邁

進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

千
葉
市
初
の
福
祉
型
障
害
児
入
所

施
設
が
実
現

　

2
0
0
6
年
に
障
害
者
自
立
支
援
法

(

現
、障
害
者
総
合
支
援
法)

が
施
行
さ

れ
、オ
リ
ー
ブ
の
各
事
業
所
も
先
ず
は
就

労
移
行
支
援
と
就
労
継
続
支
援
A
型
に

移
行
し
、更
に
そ
の
後
B
型
、生
活
介
護

を
設
立
す
る
等
こ
の
15
年
の
中
で
新
規

事
業
の
創
設
や
改
変
を
行
っ
て
参
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
そ
の
間
ず
っ
と
心
の
ど

こ
か
で「
こ
れ
は
本
当
に
俺
が
や
り
た
か

っ
た
仕
事
で
な
い
。い
つ
か
は
児
童
に
戻

ろ
う
。」と
の
思
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、そ

の
思
い
は
自
分
の
中
に
封
印
し
て
き
ま

し
た
。た
だ
、十
数
年
前
か
ら
触
法
障
害

者
の
支
援
を
行
う
活
動
に
参
加
し
、オ
リ

ー
ブ
の
樹
で
も
刑
余
者
を
受
け
入
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
か
ら
、幼
児
や
児
童
の
内

に
適
切
な
児
童
福
祉
の
機
関
と
繋
が
っ

て
い
れ
ば
と
い
う
思
い
を
抱
き
、封
印
し

た
は
ず
の
障
害
児
福
祉
の
仕
事
を
や
り

た
い
と
の
思
い
が
沸
い
て
来
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
時
に
同
じ
よ
う
な
思
い

を
も
っ
て
い
た
職
員
達
に
よ
り
勉
強
会

が
立
ち
上
げ
ら
れ
、千
葉
市
初
の「
福
祉

型
障
害
児
入
所
施
設
」の
設
立
の
動
き
が

ス
タ
ー
ト
し
、2
0
2
5
年
4
月『
オ
リ

ー
ブ
フ
ァ
ミ
リ
ア
』の
開
設
が
実
現
し
ま

す
。そ
れ
は
自
分
に
と
っ
て
も
数
十
年
間

封
印
し
て
き
た
夢
の
実
現
で
も
あ
り
、残

る
力
の
全
精
力
を
傾
注
し
て
こ
の
事
業

に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

N
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
活
動
に
も
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
が

　

就
労
継
続
支
援
A
型
事
業
所
全
国
協

議
会（
全
A
ネ
ッ
ト
）は
、2
0
1
5
年
に

設
立
さ
れ
た
障
害
者
の
就
労
を
支
援
す

る
企
業
や
福
祉
施
設
、N
P
O
法
人
等

か
ら
成
る
全
国
組
織
で
す
。障
害
者
が
雇

用
契
約
を
締
結
し
て
働
く「
A
型
」事
業

所
の「
在
る
べ
き
姿
」を
全
国
的
な
情
報

交
換
と
論
議
を
通
じ
て
検
討
し
、政
策

提
言
に
繋
げ
ま
す
。事
業
者
の
質
的
向
上

と
、障
害
者
の「
労
働
の
可
能
性
」を
拡
大

し
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
を
図
る
こ
と
を
設
立

趣
旨
と
し
、全
国
の
多
く
の
事
業
者
が
賛

同
し
会
員
と
な
っ
て
お
り
、現
在
、全
A

ネ
ッ
ト
の
副
理
事
長
と
ち
ば
A
ネ
ッ
ト
の

理
事
長
に
就
任
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
活
動
と
抱
負
な
ど
に
つ
い
て

　

2
0
2
3
年
12
月
公
益
財
団
法
人
ヤ

マ
ト
福
祉
財
団（
ヤ
マ
ト
財
団
）よ
り「
小

倉
昌
男
賞
」が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

賞
の
名
と
な
る
小
倉
氏
と
は
、ヤ
マ
ト

運
輸
の『
ク
ロ
ネ
コ
の
宅
急
便
』の
生
み
の

親
で
あ
り
ヤ
マ
ト
財
団
の
創
設
者
で
す
。

障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
支
援
に

尽
力
さ
れ
、障
害
者
の
低
賃
金
か
ら
の
脱

却
を
図
る
た
め
、施
設
の
職
員
に
向
け
た

経
営
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
意
識
改
革
に

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
が
、私
も
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
氏
の「
経
営
」の
考
え
方
に

大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
27
年
の
歳
月
が
流
れ
ま
し

た
が
、氏
の
教
え
は
今
の
オ
リ
ー
ブ
轟
の

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
〜
給
食
製
造

の
ラ
ン
チ
班
、ク
ッ
キ
ー
・
ケ
ー
キ
製
造
の

ク
ッ
キ
ー
班
、販
売
業
務
の
オ
リ
ゾ
ン
班

〜
に
脈
々
と
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。ま

た
他
の
事
業
所
の
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

事
業
、生
活
介
護
事
業
で
も
稼
ぐ
こ
と
、

工
賃
ア
ッ
プ
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。そ
の
結
果
が
オ
リ
ー
ブ
の
樹
の
発
展

の
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

福
祉
の
語
り
部
と
な
ら
ん

　

オ
リ
ー
ブ
が
は
じ
ま
っ
た
1
9
8
4

年
か
ら
今
日
ま
で
障
害
者
福
祉
を
め
ぐ

る
状
況
は
大
き
な
変
遷
を
遂
げ
て
き
ま

し
た
。オ
リ
ー
ブ
は
、あ
る
時
は
そ
の
変

革
の
流
れ
に
乗
り
、ま
た
あ
る
時
は
そ
の

流
れ
に
抗
っ
て
様
々
な
事
業
や
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
当
然
の
こ

と
な
が
ら
制
度
の
変
革
の
中
に
は
納
得

で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、今
で
も

疑
問
に
感
じ
る
こ
と
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　

制
度
が

創
設
さ
れ

進
み
始
め

る
と
、そ
れ

が
あ
る
こ

と
が
当
た

り
前
の
こ

と
に
な
っ

て
い
き
、そ

の
制
度
が

創
設
さ
れ

た
意
義
は
風
化
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、

営
利
企
業
の
福
祉
事
業
参
入
が
一
層
拡

大
し
て
い
ま
す
。商
業
主
義
化
に
対
し
て

障
害
者
福
祉
を
め
ぐ
る
本
質
的
な
と
こ

ろ
で
の
議
論
が
今
こ
そ
必
要
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。自
分
自
身
が
こ
れ
以
上
商
業
主

義
に
陥
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、ま
た
福

祉
の
原
点
に
回
帰
で
き
る
よ
う
様
々
な

機
会
の
中
で
風
化
さ
せ
て
は
い
け
な
い
事

象
に
つ
い
て
語
り
伝
え
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

https://www.olivehouse.org/
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